
 

薩摩瀬地区の『復興まちづくりのイメージ案』について ～第３回懇談会の意見概要②～ 

黄色網掛け箇所が第 3 回懇談会の参加者の主な意見です。(※決まった内容や事実確認をした内容ではありません) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別懇談会だより 

~みんなで取り組む、人吉市の復興まちづくり~ 

 

『地区別懇談会（第 3回）』を開催しました 

甚大な被害や治水対策による影響が大きいなど、地区でまとまって問題解決に取り組む必要性の高い地区を

「重点地区」として位置づけ、それぞれの地区ごとに「地区別懇談会」で話し合いを進めています。 

薩摩瀬地区の対象地区は、宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇談会の進め方について ～復興まちづくり計画の策定に向けて～ 

地区別懇談会での検討をもとに、具体的な復興まちづくりの取組を「復興まちづくり計画」に反映していきます。 

◆地区別懇談会の参加方法 

・対象地区にお住まいの方や勤務されている方など、どなたでも参加できます。 

※可能な範囲で、継続的な話し合いに参加いただきます。 

・参加申込は随時受け付けておりますので、本紙面末尾の復興支援課までお問合せください。 

多くの方のご参加をお待ちしております。 

◆地区別懇談会の進め方 

・7~9 月の間に、概ね月 1 回（3~4 回程度）の開催を予定しています。 

次回の開催予定：第 4 回 7 月 28 日（水）18 時 30 分より 

次回のテーマ予定：復興まちづくりの具体的イメージや手法案について 

◇復興まちづくり計画とは 

・復興計画を実現するために取り組むべき内容を検討・整理したものです。 

・特に被害の大きい特定地域（重点地区）などを対象に、各地域の具体的な計画づくりを⾏います。 

・住⺠主役の計画づくり（策定主体は主に住⺠）に対して、⾏政が支援し、計画策定をめざします。 

・計画期間は、令和４〜9 年度の概ね 6 年間。（令和 3 年度からの⼀部実施も想定） 
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薩摩瀬地区 

 
⼈吉市役所 復興局 復興支援課 

〒868-8601 熊本県⼈吉市下城本町 1578-1 
Tel:0966-22-2111(内線：8893）Fax:0966-24-7869 
E-mail:fukkousien@hitoyoshi.kumamoto.jp 

◇お問い合わせ◇ 

これらに関する情報は、市ホームペ

ージにも掲載しています。ホームペー

ジをご覧になれない⼈はお問い合わ

せください。 

6 月 7 日（月）18 時半から、⻄瀬⼩学校体育館で開催しました。（参加⼈数：34 名 ※左岸地区と合同開催） 

◆第 3 回地区別懇談会 

１ 地区の復興まちづくりに向けての参考資料の説明 
・地区別懇談会の振り返りと情報提供 
・懇談会意見を踏まえた復興まちづくりの方向案、イメージ案と参考事例について 

２ 地区ごとの話し合いと全体共有 
・復興まちづくりの方向案（課題、取組方針、具体の取組み案）について 
・復興まちづくりのイメージ案について 

3 今後の進め方と次回日程の調整 

参加 

募集中 

【避難路の整備】地区の幹線道路の災害耐性を向上、河岸側から山手に向かうネッ

トワークとして、避難路を整備。 

【市街地の浸水対策】堤防強化、放水路などとともに、嵩上げ、建物１階ピロティ

化、建物構造耐水化などを推進。 

【カルチャーパレス】防災拠点としての安全性、機能拡充を推進 

薩摩瀬地区 復興まちづくりのイメージ（案） 

防災拠点機能強化 

避難路整備 

Ａ’ 
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避難場所整備 Ａ 

避難場所整備 

堤防強化・嵩上げ 

高台災害拠点の形成 

■薩摩瀬地区の⼈口でここ
１箇所とすると、どれだけの
避難所規模がいるのか？ 

【避難方法】 
■緊急時に全員の安否を確認するのは難しいのでは？ 
■例えば、「この地区の⼈はこっちへ逃げる」など決められな

いか？ 
➔外出している場合も考えられ（常に同じ場所にいると

は限らない）、難しいのでは？ 
■住⺠向けに避難マップは配られるのか？ 

■村山公園１箇所だけでなく、 
分散して避難すれば良い 
※球磨工業高校、⼈吉⻄⼩学校 
➔避難(安否)の確認が難しい？ 

■避難場所整備は計画として
話が進んでいるのか？ 
➔現段階で考えられる案 

■農地の再整備 

カルチャーパレス 

少し高い墓地 

■堤防嵩上げ・河道掘削 
により、越水しないように 

■普段から混むルート 
別ルートを考えるべきでは？ 

■迂回してでも混雑を避ける 
村山の後ろ（林側）から登る 

■土砂災害が心配【下城本町】 
■⼈吉第二中学校や村山公園への

避難は混雑するだろう 
■桜木団地は５階建なので、水害時

に避難場所になる 

■道路を拡幅できると 
消防団の避難周知が早く回れる 

■道路拡幅＋嵩上げ 

■広場に避難タワー建設 

■高いビルを避難ビル指定 

■⼈吉球磨能力開発センターの
所に５階建災害公営住宅、
１階は駐車場？ 

■相良町の災害公営住宅は 
避難するには遠い 
【上薩摩瀬･下薩摩瀬】 

■御溝川の氾濫制御が必要 

■道を嵩上げしたら 
避難時間を確保できる 

旅館 

ピロティ構造 

高齢者は暮らしづらく 
エレベーターが必要 
地震対策も必要 

屋外らせん状階段を 
設置し屋根に逃げる 

道路との高低差があると 
高齢者は逃げられない 

2m 程度 
貯水施設 
(首都圏外郭放水路 
のようなもの) 

緊急時の 
避難場所 

会場：西瀬小学校体育館 



薩摩瀬地区における、これまでの地区別懇談会意見を踏まえた『復興まちづくりの方向（案）』について                 ～第３回懇談会の意見概要①～ 

□は方向案の柱、赤字は事務局側での記載事項です。   黄色網掛け箇所が第 3 回地区別懇談会における参加者の主な意見です。（※決まった内容や事実確認をした内容ではありません） 

意見集約のキーワード 

（復興計画の３つの柱） 

地区の主な課題 

（地区の復興まちづくりに向けた主な課題） 

取組み方針 

（課題解決のための取組み方針の柱） 

具体の取組み（案） 

※実現化に向け、今後検討が必要 

①被災者のくらし再建と 

コミュニティの再生 

【住まい再建】  

【コミュニティ再生】 

□住まいの再建における安全性の向上 

・嵩上げする資金がないので、嵩上げせずに現

地再建している住⺠もいる。 

□住まいの再建における安全性の向上 

□公民館の再建、コミュニティの再生 

・地域の皆が仲良く集まることが楽しい。 

➔支えてくれるのが公⺠館。 

※消防団も団員間や住⺠の皆さんとの意見交換の場として。 

避難訓練を通して、安全な逃げ方を皆で理解し合い、支え合う。 

□安全性を高める建て方の誘導 

・ピロティ式で耐震性を保つことができるのか。地質調査を⾏う必要がある。 

・ピロティ式の場合に、住居内にエレベーターを設置するための⾏政支援の有無（エレベーター

は浸水時に危険）。 

・水害だけでなく、地震も想定した住宅の耐震化。 

・川沿いは既に新築している住⺠もおり、住⺠間で盛土の必要性について温度差がある。 

※盛土の⾏政支援はあれば良いが、再建済みの住⺠が支援を受けられないのであれば不平 

等になる。 

※嵩上げをせずに現地再建されている住⺠への支援はあるのか。 

・皆で揃えるのは難しい。 

※ピロティ化せず再建している⼈が多い。 

➔復興まちづくりでピロティ化が決まった場合、ピロティ化をあてはめるのか？ 

・どの事業手法が早いのか、どの程度補助があるのか。 

・嵩上げするには面的な拡がりが必要。 

□公民館の再建 

・宝来町の集会所再建は来年度。早く再建したい。高床式にする？ 

②力強い地域経済の再生 

【生業再建】 

□農地の再生 

・農地の再生が必要。 

・場所を移転しても生業を継続できる住⺠は、

既に移転した。 

・農業(自給的兼業農家が多い：稲･野菜)

【下城本町】 

※宝来町、相良町には殆んど農地はない。 

・地域の産業・特産もない。 

※薩摩瀬の量販店に働きに⾏く⼈が多い。 

□農地の再生 

・農地を再生する。 

 

③災害に負けない 

まちづくり 

【避難対策】 

□安全な避難ルートの確保 

□避難施設の確保・改善 

・高い建物が殆どない。 

※宝来町の壱番館ぐらい。 

□安全な避難方法の確立 

□安全な避難路の整備 

□避難所の機能拡充 

□緊急避難場所の整備 

・⼈吉球磨能力開発センターの所に５階建て災害公営住宅、１階は駐車

場か？ 

□自助共助の避難体制の構築 

・要支援者の情報を地区に教えて欲しい。情報があれば優先的に避難を呼

びかけることができる。 

・自主避難が困難な高齢者避難をどうするか、町内で問題として捉えてい

る。 

※移動の足(自動車)がない、運転できない。 

□地域特性を踏まえた地区防災計画、マイ・タイムラインの作成 

□防災情報の伝達機能強化 

□緊急避難場所（災害公営住宅兼避難ビル等）の整備 

・道路を拡幅し積載車の通⾏を確保する。 

・近所で階段のある高層建造物に避難する。 

□自助共助の避難体制の構築 

・発災後を想定し、避難時に積載車を安全な所へ避難させる。 

・高齢者だけでは動きが取れない。 

※敬老会で把握(⼀⼈暮らしや耳の遠い⼈)し､消防団と事前情報交換が必要。 

⼀⼈にしない。 

以前は要支援者の名簿があった。今は町内会長と⺠生委員が情報保持。 

➔個⼈情報保護の壁がある(原則論)➔『助ける体制を作るための情報共有』に本⼈の同

意欄があり、本⼈が必要な方への情報提供に同意していれば、原則論以外の方にも情報

提供可能。 

・消防団の担い手不足(現在、薩摩瀬消防団は５町内で 16 名)。 

□継続的・定期的な避難訓練 

・30 分で歩ける範囲を確認する。 

【治水・土砂災害対策】 

【復興まちづくり】 

□小河川氾濫 

□外水氾濫 

□小河川氾濫対策の推進・促進 

・御溝川の水をどのようにコントロールするのか。 

□流域治水プロジェクトによる本川・支川の水位の低下 

・年月はかかっても『球磨川の治水対策』が⼀番。 

□小河川氾濫対策の推進・促進 

・⼩河川氾濫を防ぐためにも、巨大暗渠(首都圏外郭放水路のような)の整備が必要。 

□流域治水プロジェクトによる本川・支川の水位の低下 

 


